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2006年8月号　銀行というマネービジネスの王様
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Banks - The Kings of Capital

＜内容＞
（本文は英語です）

●マレーシア政府と銀行業界のあ
やしいつながり
マレーシア政府が行った公的資
金による銀行の救済。だが、そこ
には債務者と政府の間のあまり
にも緊密なつながりが見え隠れ
する。

●シティバンクのオフショア・ビジネス
課税を免れるために金を海外に
移して管理するオフショア・ビジ
ネス。この世界では、多くの関係
者が合法／違法の境界線をまたぎながらビジネスを展
開しており、世界最大の銀行グループ、シティバンクの
姿もそこには見られる。シティバンクの内部告発者の資
料を基に、スペインを舞台に行われたこの銀行の不正
の実態を探る。

●チリの借金狂騒曲
ある銀行の調査によれば、月給の7.5カ月分の借金を抱
え、毎月月給の2割を返済に充てているというチリの
人々。彼らはどのようにしてローン地獄にはまっていった
のか？　そこには、消費をあおる企業の戦略だけでなく、
広がる経済的な格差も関係していた。

　

---このほかの記事についてはウェブサイトをご覧ください---

⇒今月のOnline Reportに掲載中

NIジャパン　No.80  2006年8月号

＜内容＞
(本文は日本語です)

【イントロダクション】
― 罪滅ぼしを不要にするために

2　持てる者たちの王国
今日の私たちの生活に欠かせない銀
行。普段何気なく使っているが、私た
ちの知らないところで、私たちの知ら
ないやり方で、銀行は大きな金を動
かし、大きな富を一部の者たちのた
めに生み出している。その内幕とは。

10　海外送金の現実
豊かな国で働く移民労働者が母国の
家族などに送金する金額は、公式ル
ートを通じたものだけでも世界の開発援助の2 倍にも上る。し
かし、非公式ルートに頼る人々も多く、銀行の海外送金サービ
スは移民労働者にとって使いやすいものとはいえないようだ。

13　銀行はピカピカの大理石
金庫に眠る富の本当の持ち主は誰なのか。米国のフォーク歌
手、ピート・シーガーの曲より。

14　銀行 ― その事実

20　消費へといざなうプラスチックのほほ笑み
消費文化における今日の地位を、クレジットカードはどうやって
獲得してきたのか。

22　銀行と兵器産業
私たちの銀行預金はいったいどこで使われているのか？　イラ
クで使用された白リン兵器から大銀行へ至る道のり。

27　どうする？ 私たちの銀行
閉鎖的な銀行をよりオープンにする啓発・提言キャンペーンか
ら、斬新なアイデアで倫理的かつ前向きに資金の活用や金の
やりとりを実践しているグループまで、世界の取り組みの紹介。

31　コンタクトポインツ
今月のトピックをもっと深く知りたい、何か行動したいという人
のための日本国内の情報源。

32 世界の国のプロフィール ― ガボン

36 世界のニュース

銀行というマネービジネスの王様
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　どうやって金もうけをしているのか？　こんなことを他人に聞

くのは明らかに常識外れだろう。銀行家たちがその常識をわき

まえた姿勢を身につけるのは当然である。それに、そもそも聞

かなければぼろも出ない。その慎重さから銀行家のかがみと

されるスイスの銀行家たち。非の打ち所の無い彼らが、ナチス

やアフリカの犯罪者たちの金を何十年にもわたって隠し通せる

ことができたのは、その姿勢のおかげである。そしてまた世界

中の銀行家たちも、そのような覆いの下で税金逃れの方法を

つくりあげ、一般には想像もつかないようなやり方でマネービ

ジネスのより一層の独占を静かに進めている。だが、彼らの方

法はあまりにも複雑で、それを知っている人はほんの一握りで

ある。

　果たしてその実態はどうなっているのか？　今月のNI では、

銀行の金もうけの方法を率直に解説してみたい。また、どこの

国でも人々の暮らしに不可欠であるにもかかわらず、銀行が

軽視している社会的機能（融資や送金など）にも焦点をあてる。


